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 インスタント時代である。牧草の栽培にまでこん

な機械が入って来るようになって、酪農経営にも新

しい方式の時代がやって来るかも知れない。 

 一昨年ワシントンのベルツビルの農事試験場を見

学した時に、試験場の地下室で、この牧草栽培の機

械を見せて貰って、感心して帰ったのであるが、将

来の日本の酪農経営を考えて、是非研究したいもの

と思っていたところ、昨年になって日本でもこの機

械が整作されていることを知った。そこで早速予算

要求をしたところ、幸いに認められて、今春酪農試

験場に設置することができたのである。 

 この機械も日本で製造できるようになったとは云

え、まだ全国的には代数も少なく、試験の段階であ

るので、各種の試験成績も少なく、これからの試験

を待たなければならないのである。酪農試験場でも

各種の試験の設計を樹ててやっているが、面白い問

題が多いと思うのである。 

 ところでこの機械を使って牧草の栽培をすれば、

６日間で、20 ㎡位の草が 130 ㎏とれるのである。こ

れを連続栽培して行けば毎日20頭位の牛が飼えるこ

とになり、畑に換算すれば約 50 アールの畑に相当す

ることになる。 

 儲かる酪農をやるためには、中途半端な副業的乳

牛飼いから、多頭飼育に踏み切って、乳牛中心の経

営組織に切り換えることが必要であることは御承知

の通りである。ところが頭数が多くなって来ると、

牧草や青刈飼料等の所謂基礎飼料の生産が必要にな

り、運動場も必要であると云うことになって、必然

的に農用地の拡大を考えざるを得なくなるのである。

飼養頭数の増加は農用地の広さとにらみ合わせるこ

とは勿論であるが、将来の１つのケースとして考え

られることは契約栽培の問題である。アメリカの都

市周辺の市乳業者は、殆んど土地を持たないで、数

百等の搾乳牛を繋養し、飼料は契約栽培による青刈

飼料と濃厚飼料である。日本の都市近郊の事業搾乳

業者は、専ら濃厚飼料中心で、青刈飼料に困ってい

るのである。又農村でも多数飼育、共同経営等が進

むにつれて、当然この様な問題が起って来るのであ

る。 

 そこで考えられるのは麦作転換による、牧草の契

約栽培とパンパスの様な機械利用による促成栽培で

ある。生産費の調査が充分でないので、今すぐその

利害を説くわけにはいかないけれども、将来の１つ

の経営方式として面白いものではないかと思うので

ある。 


